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    □タウンミーティング（ワークショップ）：方向・提案意見分類表 
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１．中心市街地 

■公共下水の整備をしてほしい 

■若い人に来てもらいたいので、そのような店やホテルが必要である（高齢者ばか

りが対象でない） 

■城のまわりの新しい店がまちなかにつながればいい 

■中心市街地と郡部の連携（農産物の地産地消、経済循環）、若者会議（若者ファー

ム）を活用する 

■上野市駅北側から市街地への誘導する仕組みづくり（市役所駐車場の割引など） 

■都市部は家賃が下がっており起業したい人が増えているので、起業家が事業を始 

 めるのを集中的に支援する契機にする 

◆まちづくりの材題がたくさんあるので、一つに絞る必要ない（例えばゾーン分け

するなど） 

◆肉、野菜など、本物指向、高付加価値化、芭蕉が活用できる視点 

◆商業と観光が上野の宝 歴史探訪 

２．商店街 

●商店街活動をしてきた 店の存続が最大の貢献である 

■天神商店街がリニューアルされた 新天地アーケードを新しくしたらどうか 

◆新天地を元気にしよう 天神さんを元気にしようというキーワード、絞り込みが 

必要である（中心市街地といっても広すぎて一般の人はわからない） 

３．都市計画 

■残すべきところと、規制緩和するところをしっかり決める（人の住むところ、観 

光開発するところ、夜に賑わってほしいところ、学生に集まってほしいところな 

ど） 

公

共

施

設

・

公

共

空

間 

１．旧市役所 

■旧市役所の跡地を解体して拠点づくりをする（芭蕉記念館） 

２．歴史的まちなみ 

●古い街並みが好きで残したい  

空き家をカフェなどで活用することが考えられるが、自分では難しいので、すぐ 

に出来ることとして、写真を撮ってＳＮＳで発信したい 

３．文化財 

■文化の面で人を集める（キッズとかマタニティを対象に絞ると定着して増えてき  

 た 年寄りだけでなく、もっと対象を絞り込む） 

■伊賀は文化財が豊かなので、ここで人を集めて賑わいに繋ぐべき（その発信がう 

まくできていない） 

資料２-２ 

（凡例） 

  ○○してきたこと（（したいこと） 

  ○○してほしいこと 

  その他意見 
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■文化財で稼ぐ そして修理代も自分たちで稼ぐ 

■移転できないもの（文化財など）を宝物にしたまちづくり 

■文化遺産を全面に出してＰＲ 

４．公共公益施設 

■博物館、美術館がまちなかにほしい 

居

住 

１．まちなか住宅（事例） 

■伊賀は投資しづらいところという認識もある（金融機関の話）が、定住のために 

は高いマンションも必要なので、一部の規制緩和も必要（高さ制限）である（民 

としても投資してまちなか再生に貢献できるという話もある） 

◆高齢者用マンションのニーズもある中、福祉のまちづくりをどうするかも重要 

２．空き家 

●まちなかで事業をはじめたい方に市の空き家バンクを紹介したい 

■ＮＴＴビルが空いているので何かしたらどうか 

■本町筋空き家の安価に貸せる仕組み（農産物の販売など）、地元に金が落ちる仕組 

みづくり 

■空き家が多いので、資産として活用できる例を増やすべき 

◆犬山は地元の人が空き店舗を貸してあげてという活動から始まった（その成果と 

して今の犬山がある） 

歴

史

・

文

化

・

観

光

・

情

報

発

信 

１．芭蕉 

 ●芭蕉生家の毎日の写真を SNS 等にアップしたい 

■忍者の聖地化を含めた中心市街地内での核づくり 

■芭蕉から天神さんまでの小路（こみち）の整備 

◆芭蕉翁生誕の地としての活かし方（まちなみ、芭蕉翁などを掘り下げてじっくり

と魅力を発信する） 

２．忍者 

■伊賀忍者＋伊賀人の魅力をＰＲ 

■忍者衣装で演奏した（音楽イベントなど発表の場がほしい） 

３．祭り 

■天神祭も金土日に移行した（平日だと仕事があるので動きづらい）ので、体験型 

として発信していく 

■みこし、だんじり、鬼行列、上野天神祭をもっと盛大に！ 

■「祭」をみんなで盛り上げる体制づくり（都会から戻って盛り上げよう） 

→住んでいる人の想いを大切にしてほしい 

■伊賀を好きになるために上野祭、芭蕉祭を休みに！そこに来て楽しむ方法、情報 

提供 

４．観光 

■お城の光がいつも見えるようにしたい 

◆伊賀は名古屋と大阪の中間にあり、それをメリットに通過点から宿泊する場に変 

える必要がある 
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５．イベント（体験） 

●体験スペースを定期的にやっていきたい 

■イベント時の南部周辺の駐車場、ゴミ対策などの受け入れ体制づくり 

■観光客や住民が楽しめるイベントづくり 

◆楽しいだけでもいいが、魅力を深められ、ホンモノを体験できることが必要 

６．情報、ＳＮＳ 

■情報発信が点在するのでなく、ネットワークが組める仕組みをつくるべき（それ 

 はまちづくり会社であるべき） 

■インターネットで調べたときに情報が得られるように検索（商業、歴史探訪）し 

やすいようにする（ＳＮＳ、ハッシュタグで） 

■お城周辺は遊びやすいが、どうやって遊んだらいいかといった情報発信（イベン 

ト情報不足ＴＶ局と仲良く） 

◆いいものはたくさんあるが商品としての発信力、ＰＲ力が課題 

ま

ち

づ

く

り

活

動 

１．日常生活 

◆生活している市民が満足しないと外からは人が集まらない 

２．まちづくり活動 

●鉄道、バス、スーパーなどまちに必要と思うものを積極的に利用したい 

●灯りの城下町など夜のまちを活性化したい 

●天神商店街で商売（八百屋）をしており、野菜ソムリエになったので、野菜、果 

物の良さを伝えて体験できる場をやりたい（体験講座をいがぶらでしたい） 

■誰かが一歩踏み出して儲けさせる事例をつくるべき（まんべんなくでは魅力がな 

い） 

■計画はあってもやるのは住民であり、事業主であり、いがぶらもかなり元気で頑 

張ってくれているので、その支援システムが必要である 

■もうけさせてあげる事例をまずつくるべき そうするとＵ・Ｉターンも出てくる 

■いがぶらで出店して儲かれば、もっと人も増えると思う 

■伊賀まちづくり会社の組織をもっと特化させる（ボランティア的にしている限り 

 動かない）・アイデアを現実化する手段を考える体制づくり 

■いがぶらを活かしている人をクローズアップしてほしい 

■まちの職人や信念をもって取り組んでいる人をクローズアップして発信してほし   

 い 

■若者会議の意見を取り入れる仕組みづくり 

■会議ばかりしていては良くない  

一つ一つ誰が何をするかを明確にしてやれることからやる（西部なら天神さんの

時に道に座って弁当食べる状況もあるのでベンチも設置する） 

■まとめてやるのでなくできることから始める（村上の黒塀のまち） 

→伊賀なら連子格子のまち（伊賀の長屋の連子格子もすばらしいが、反面住むに

は大変 トイレもない そこが不便） 

◆鉄道、バス、スーパーなど必要だったら利用するべきである 

◆事例の勉強は良いが、その先の第一歩をどうするのかを視察して学ぶべき 
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◆住民の協力も重要（どう住民に広げていくかが難しい） 

◆計画の具体化に向けた表現が必要（それをつくるのは住民、事業者） 

◆続けることが難しい（補助金はありがたいがなかなか続けられない） 

◆若い人は価値観が異なりタダなら行くが、高齢の富裕層とは異なるので難しい 

◆子ども対象のキッズいがぶらに関心が高いが、その対象をどうするのかも重要 

◆伊賀の人は足の引っ張り合いをするが、まちづくりプランは反対があっても「こ 

れだ」というものを見せる 

◆自治体に頼っている間は何も動かない 

◆犬山市はどん底を見たから、まちづくり会社が自分たちで会議して、歩いて、努

力してまちを活性化した 

◆活性化しているまちでは５０、６０歳（重鎮にも若者にもものを言える世代）が

まちを動かしている 

 

１．その他 

■夜に集まって勉強できる場（お酒をのんでもいい）がほしい 

■子育て世代（特に子連れの母子）が来たくなる視点（子どものトイレ 屋根付き 

駐車場）→子育てアンケートでは中心市街地より郡部へ出かけるとの回答が多い 

（カフェなど） 

■伊賀の人の優しさをＰＲ 伊賀の人とふれあいの場所づくり 

■医療体制の充実（輪番制ではなく伊賀で完結） 

■若者の集客（伊賀の人を好きになる環境づくり） 

■住人は伊賀の良さを発見して発信することが大事（ex.伊賀に来たら村井のおっち 

ゃんのところへ連れて行く） 

■中間案を実践して住民が動く（足の引っ張り合いはやめ、市は予算が付けばすぐ 

動けるが住民自らもできることを出す） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


